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は
じ
め
に

中
国
大
陸
か
ら
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
・
マ
レ

l
半
島
を
西
と
し
、
朝
鮮
・
日
本
九
州
・
奄
美
西
南
諸
島
・
琉
球
・
台
湾
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

カ
リ
マ
ン
タ
ン
・
ジ
ャ
ワ
島
を
東
と
す
る
海
域
は
古
来
、
中
国
人
、
イ
ン
ド
人
、
ア
ラ
ビ
ア
人
を
は
じ
め
、
日
本
人
・
琉
球
人
、
朝
鮮
人
、

マ
レ

l
人
等
の
海
上
交
通
・
海
上
交
易
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
っ
た
。
近
千
年
、
中
国
人
の
海
外
移
住
が
開
始
さ
れ
、
日
本
の
九
州
博
多
に

宋
商
謝
国
明
等
百
余
家
の
居
住
地
が
形
成
き
れ
た
。
東
南
ア
ジ
ア
の
ジ
ャ
ワ
に
も
中
国
人
居
住
区
が
出
来
た
。
一
五
世
紀
初
、
宮
官
鄭
和

の
南
海
遠
征
は
、
そ
の
最
初
の
契
機
が
東
南
ア
ジ
ア
の
中
国
人
の
紛
争
の
解
決
や
捜
査
活
動
を
目
的
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
近
六

百
年
前
の
一
回
世
紀
、
九
州
瀬
戸
内
の
武
士
土
豪
・
商
人
・
漁
民
ら
が
朝
鮮
半
島
か
ら
中
国
大
陸
に
至
っ
て
安
易
活
動
や
海
賊
行
為
を
行

な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
倭
露
で
あ
る
。
元
末
の
反
乱
か
ら
身
を
起
し
、
群
雄
を
平
定
し
て
明
王
朝
を
建
国
し
た
太
祖
朱
元
理
は
倭
冠
対
策
と

し
て
沿
海
住
民
の
「
片
板
一
枚
の
渡
海
も
厳
禁
」
の
海
禁
政
策
を
と
っ
た
。
朝
鮮
も
倭
冠
討
伐
に
功
績
の
あ
っ
た
李
成
桂
が
李
王
朝
を
聞

い
た
の
で
明
と
同
様
の
政
策
を
と
っ
た
。
し
か
し
、
両
国
と
も
海
禁
政
策
で
対
策
は
十
分
と
考
え
て
お
ら
ず
、
は
じ
め
は
太
宰
府
征
西
将

明
代
軍
政
・
辺
防
蓄
の
研
究
・
序
説

五



明
代
軍
政
・
辺
防
書
の
研
究
・
序
説

五
四

軍
懐
良
親
王
、
つ
い
で
室
町
幕
府
将
軍
に
外
交
交
渉
を
行
い
、
政
治
的
に
解
決
し
よ
う
と
し
た
。
一
ニ
代
将
軍
足
利
義
満
は
南
北
朝
統
一
の

後
、
明
に
使
者
を
派
遣
し
、
明
か
ら
日
本
国
の
王
に
冊
封
き
れ
、
昏
冠
取
締
が
そ
の
義
務
と
さ
れ
た
。
日
明
聞
の
貿
易
は
勘
合
符
に
よ
り

正
式
か
否
か
が
判
別
さ
れ
て
倭
冠
は
排
除
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
日
明
勘
合
貿
易
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
一
五
世
紀
に
は
倭
冠
は
一
時
終
息

①
 

を
み
た
。

日
明
の
国
家
聞
の
安
定
的
関
係
は
一
五

O
年
続
い
た
が
、
二
ハ
世
紀
中
葉
に
再
び
倭
冠
活
動
が
活
発
と
な
り
、
明
嘉
靖
二
十
九
年
、
日

本
の
天
文
十
九
年
（
一
五
五
O
）
遺
明
正
使
策
彦
周
良
の
帰
国
を
も
っ
て
日
明
国
王
通
交
の
時
代
は
終
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
時
期
の
倭
冠
、

後
期
倭
冠
と
か
嘉
靖
倭
冠
と
呼
ぶ
が
そ
の
特
徴
と
し
て
「
真
倭
は
十
に
ご
と
い
わ
れ
、
そ
の
実
は
王
直
・
徐
海
等
の
中
国
人
商
人
、
密

貿
易
業
者
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
当
時
生
糸
網
織
物
、
木
綿
織
物
等
の
商
品
生
産
の
発
展
を
踏
ま
え
て
土
地
集
積
か
ら
高
利
貸

し
活
動
ま
で
地
域
経
済
を
掌
握
し
、
社
会
的
地
位
を
確
立
し
た
江
蘇
・
漸
江
・
福
建
の
郷
紳
層
が
密
貿
易
業
者
・
倭
冠
の
背
景
に
あ
っ
た
。

嘉
靖
二
十
六
年
に
漸
江
巡
撫
に
な
り
、
海
禁
の
厳
守
と
倭
冠
取
締
に
全
力
を
あ
げ
た
朱
杭
も
郷
紳
と
の
妥
協
を
排
し
た
た
め
、
か
れ
ら
の

反
対
に
あ
っ
て
職
半
ば
で
辞
任
し
た
。
従
っ
て
、
倭
冠
問
題
は
明
王
朝
政
府
に
す
れ
ば
対
外
戦
争
で
は
な
く
、
圏
内
治
安
問
題
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
い
わ
ゆ
る
海
防
問
題
は
重
視
さ
れ
、
ま
た
、
倭
冠
取
締
に
当
る
兵
士
の
軍
制
度
の
再
編
や
軍
事
政
策
の
練
直
し
が
要

請
さ
れ
た
。
こ
と
に
明
代
軍
政
・
海
防
書
の
作
成
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
。
一
四
世
紀
倭
冠
に
関
し
て
は
、
故
長
沼
賢
海
教
授
が
収
集
さ
れ

た
五
島
育
方
文
書
の
ご
と
き
史
料
が
知
ら
れ
る
が
、
一
六
世
紀
倭
冠
の
日
本
側
史
料
は
少
な
い
。
中
国
側
史
料
が
重
要
で
あ
る
が
、
従
来

は
明
実
録
が
中
心
で
そ
れ
に
『
審
海
図
編
』
『
日
本
一
鑑
』
な
ど
が
利
用
さ
れ
て
き
た
だ
け
で
明
代
軍
政
・
海
防
書
の
利
用
は
不
十
分
で
あ

っ
た
。
ま
ず
は
そ
の
存
在
か
ら
確
認
し
よ
う
。

［
ニ
明
代
軍
政
・
辺
防
書
の
所
在
目
録

江
戸
時
代
に
お
付
る
漢
籍
蒐
集
を
最
も
多
く
行
っ
た
の
は
徳
川
幕
府
で
あ
る
。
そ
の
蒐
集
し
た
漢
籍
は
、
江
戸
城
内
紅
葉
山
の
書
物
庫
に



収
蔵
さ
れ
た
。
紅
葉
山
文
庫
な
い
し
楓
山
文
庫
と
呼
ぶ
。
そ
の
収
蔵
漢
籍
は
現
在
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
及
び
宮
内
庁
書
陵
部
に
継

承
さ
れ
て
い
る
。
明
代
軍
政
・
辺
肪
書
の
所
在
に
つ
い
て
、
ま
ず
両
機
関
か
ら
検
討
し
よ
う
。
な
お
、
以
下
の
凡
例
で
あ
る
が
、
機
関
名

に
A
B
C
を
付
け
、
次
に
軍
政
書
を
I
、
辺
防
海
防
曹
を
H
、
そ
の
他
を

m－
W
と
分
類
す
る
と
と
と
す
る
。

A
I
。
昭
和
三
一
年
初
刊
、
四
五
年
新
訂
『
内
閣
文
庫
漢
籍
分
類
』
史
一
四
政
書
（
四
）
軍
政
に
は
、

－

皇

明

兵

制

考

（

来

歴

志

著

録

本

）

三

巻

明

史

継

借

撰

明

刊

毛

三

冊

史

九

八

・

六

2
全

漸

兵

制

考

三

巻

日

本

風

土

記

五

巻

明

侯

継

高

撰

明

刊

毛

五

冊

史

一

九

八

・

一

四

3
同

（

林

鷲

峯

手

鍛

本

）

延

宝

五

写

林

五

冊

二

九

五

・

六

六

4
軍

制

条

例

七

巻

明

需

給

等

撰

明

万

暦

二

刊

楓

四

冊

史

九

八

・

七

4
軍
政
条
例
七
巻
が
楓
本
、
す
な
わ
ち
徳
川
幕
府
将
軍
の
御
文
庫
た
る
江
戸
城
内
の
紅
葉
山
文
庫
所
蔵
本
の
他
、
ー
、
2
は
九
州

豊
後
佐
伯
侯
毛
利
高
標
蒐
集
幕
府
献
上
本
で
あ
り
、

3
は
明
清
交
替
時
に
長
崎
で
収
集
し
た
海
外
情
報
の
資
料
『
華
夷
変
態
』
編
纂

に
当
っ
た
林
鷲
峰
恕
の
手
抜
本
と
い
う
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
内
閣
文
庫
所
蔵
の
珍
本
で
あ
り
近
世
前
半
の
日
中
文
化
交
流
を
示
す
重

要
資
料
で
あ
る
漢
籍
、
軍
政
書
で
あ
る
。

H
。
次
に
、
同
文
庫
漢
籍
目
録
の
史
一
一
地
理
類
（
六
）
辺
防
に
は
、

－
箸
海
図
編
一
三
巻
明
鄭
若
曾
撰
明
嘉
靖
四
一
序
刊
山
本
北
山
旧
蔵

2
同
一
三
巻
明
鄭
若
曾
撰
明
隆
慶
六
序
刊

3
同
一
三
巻
明
鄭
若
曾
撰
胡
宗
憲
編
明
刊
（
清
印
）

4
九
辺
図
説
明
孫
応
元
撰
明
隆
慶
三
序
刊

5
新
刻
九
辺
破
虜
方
略
五
巻
明
栗
在
庭
等
撰
明
万
暦
一
五
序
刊

6
江
防
考
七
巻
附
二
巻
明
呉
時
来
撰
明
万
暦
五
序
刊

明
代
軍
政
・
辺
防
書
の
研
究
・
序
説

昌
一
九
冊
二
九
一
・
八
四

楓
八
冊
史
一
九
八
・
一
一

八
冊
二
九
一
・
九
四

楓
二
冊
史
一
九
八
・
九

楓
五
冊
史
一
九
八
・
八

楓
一
二
冊
史
一
九
八
・
七

五
五



明
代
軍
政
・
辺
防
書
の
研
究
・
序
説

五
六

7
両
樹
海
防
類
考
続
編
一

O
巻
明
詰
深
撰
明
万
暦
三

O
序
刊

8
海
防
纂
要
一
三
巻
明
王
在
晋
撰
明
万
暦
四
一
序
刊

9
輿
地
図
考
一
巻
海
防
備
考
九
辺
備
考
九
辺
地
図
考
各
一
巻
明
刊

日
全
辺
略
記
二
一
巻
明
方
孔
撰
昭
明
崇
禎
元
序
刊

日

五

辺

典

則

二

四

巻

明

徐

日

久

明

崇

禎

三

序

刊

楓

一

二

冊

史

一

九

八

・

一

二

＠
 

1
審
海
図
編
は
従
来
の
諸
研
究
に
多
く
使
用
さ
れ
た
史
料
で
、
史
料
紹
介
や
資
料
解
題
が
成
さ
れ
て
い
る
。
同
書
は
嘉
靖
四
一
年

二
五
六
二
）
以
来
、
明
末
ま
で
に
数
版
を
重
ね
た
が
、
そ
の
最
も
早
い
版
で
昌
平
坂
学
問
所
本
、
す
な
わ
ち
江
戸
近
世
の
世
襲
儒
官

で
あ
り
、
幕
府
外
受
当
局
と
も
い
う
べ
き
林
大
学
頭
家
蔵
本
で
あ
る
。
な
お
、
同
内
閣
文
庫
に
は
2
の
隆
慶
六
年
序
刊
本
と
3
の
明

末
刊
清
初
印
本
と
が
あ
る
。
前
者
は
紅
葉
山
文
庫
本
で
あ
る
。
な
お
、
普
海
図
編
は
い
ず
れ
も
撰
者
は
鄭
若
曾
と
さ
れ
て
お
り
、

3

の
み
そ
の
編
者
に
胡
宗
憲
の
名
が
見
え
る
。

7
、
8
は
尊
経
閣
文
庫
等
に
も
所
蔵
す
る
明
代
海
防
毒
の
重
要
書
籍
で
あ
る
。

旧
。
次
に
、
同
文
庫
漢
籍
目
録
の
史
五
雑
史
類
に
は
、

1
名

臣

寧

撰

要

編

明

項

徳

槙

編

明

万

暦

刊

毛

五

冊

史

四

七

・

四

第
一
冊
西
征
石
城
記
・
明
馬
文
升
東
夷
記
・
明
馬
文
升
興
復
恰
密
記
・
明
馬
文
升
北
虜
事
跡
・
明
王
稜

番
事
跡
・
明
王
壇

第
二
冊
西
夷
事
跡
・
明
王
積
龍
憲
紀
略
・
明
田
汝
成
藤
峡
紀
聞
・
明
田
汝
成

第
三
冊
大
寧
考
・
明
楊
守
謙
大
同
平
叛
志
・
明
弄
瞬
藤
峡
紀
略
・
明
表
明

末
・
明
劉
応
箕
伏
戎
紀
事
・
明
高
扶
雲
中
降
虜
伝
・
明
劉
紹
姐

西
南
紀
事
・
明
郭
応
轄
撫
夷
紀
略
・
明
鄭
洛

夷
俗
記
・
明
粛
大
亨
再
征
南
記
事
・
明
李
士
達

昌
二

O
冊

二
九
二
・
四
九

林
六
冊

楓
一
冊

二
九
一
・
九
三

史
二
一

0
・
九

昌
二
回
冊

二
九
二
・
一
三
六西

南
太
紀
略
・
明
予
瞬

款
塞
始

第
四
冊

第
五
冊

西
南
三
征
記
・
明
郭
子
章

征
南
紀
事
・
明
周
光
鏑

平



番
紀
事
・
明
劉
伯
壁
紙
交
記
・
明
楊
寅
秋

2
毛
大
将
軍
海
上
情
形
明
証
汝
淳
撰
江
戸
初
写

3
幸
存
録
五
巻
続
二
巻
明
夏
允
葬
撰
江
戸
写

4
万
暦
三
大
征
考
嘩
氏
一
巻
倭
二
巻
播
州
一
巻
附
東
夷
考
略
三
巻

東

事

答

問

一

巻

附

図

明

茅

瑞

徴

撰

明

天

啓

元

序

刊

四

八

・

六

5
同

四

巻

附

図

明

茅

瑞

徴

撰

江

戸

写

二

八

六

・

一

七

八

6
同

存

倭

二

巻

明

茅

瑞

徴

撰

文

政

四

写

（

高

橋

景

保

旧

蔵

）

二

八

六

・

一

七

七

ー
が
豊
後
佐
伯
侯
毛
利
高
標
旧
蔵
の
献
上
本
、

2
が
林
羅
山
蔵
本
、

3
が
昌
平
坂
学
問
所
本
、

4
が
紅
葉
山
御
文
庫
本
、

5
が
林

大
学
頭
本
、

6
が
彼
の
高
野
畏
英
等
と
と
も
に
シ

l
ボ
ル
ト
事
件
に
連
座
し
た
幕
府
書
物
方
奉
行
の
高
橋
景
保
旧
蔵
と
い
っ
た
旧
蔵

者
名
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

次
に
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
も
明
治
時
代
に
内
閣
文
庫
本
か
ら
別
置
し
た
貴
重
漢
籍
が
あ
る
。

B
H
。
『
宮
内
庁
図
書
寮
漢
籍
善
本
書
目
』
（
昭
和
五
年
）
史
部
地
理
類
に

－

海

防

纂

要

十

三

巻

明

万

暦

発

丑

高

挙

序

及

自

序

万

暦

刊

本

一

O
冊
二
一
七
・
六
七

2
三

鎮

図

説

一

巻

明

楊

時

寧

・

白

希

繍

等

編

万

暦

三

一

年

紗

本

一

冊

ー
に
は
各
首
冊
に
「
徳
藩
蔵
書
」
の
印
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
徳
山
毛
利
家
の
幕
府
へ
の
献
本
で
あ
る
。

A
ー
か
ら

の
所
蔵
は
あ
っ
た
が
、
紅
葉
山
文
庫
に
な
か
っ
た
こ
と
が
分
る
。

回
。
同
書
目
の
史
部
伝
記
類
に
、

－
使
琉
球
録
二
巻

「
王
縄
」
「
天
爵
堂
図
書
記
」
「
君
美
」
の
蔵
書
印
が
あ
り
、
新
井
白
石
蔵
本
と
判
る
。

紀
動
・
明
茅
坤

征
西
紀
事
・
明
謝
詔
江
一
冊

昌
一
冊

別
四
二
・
九

八
六
・
一
九
七

楓
二
冊

史

林
一
冊冊

本
書
は
林
家

冊

五
O
六
・
一
二
七

明
代
箪
政
・
辺
防
蓄
の
研
究
・
序
説

五
七



明
代
軍
政
・
辺
防
書
の
研
究
・
序
説

五
八

幕
府
関
係
漢
籍
に
次
ぐ
多
数
の
蒐
集
は
外
様
最
大
の
加
賀
前
田
家
で
あ
る
。
そ
の
蔵
書
は
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る。c
I。
「
尊
経
闘
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
』
（
昭
和
九
年
）
史
部
職
官
政
書
法
家
諸
書
類
一
に
、

－
軍
政
条
例
類
考
六
巻
明
史
某
撰
明
嘉
靖
版

次
に
、
同
漢
籍
目
録
、
子
部
宋
元
明
清
百
家
類
五
、
兵
家
之
属
に
紀
効
新
書
や
武
備
志
に
並
び
、

2
全
漸
兵
制
同
本
風
土
記
兵
制
第
一
巻
閥
明
侯
継
国
撰
明
版

内
閣
文
庫
毛
利
高
標
献
上
本
『
全
漸
兵
制
考
』
と
同
版
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
巻
が
欠
け
る
o

H
。
同
漢
籍
目
録
、
史
部
地
理
類
一
に
は
府
県
志
等
の
地
方
志
に
混
じ
り
、

－
方
輿
勝
略
外
夷
六
巻
明
唐
時
升
等
撰
明
万
暦
版
本

2
両
漸
海
防
類
考
四
巻
明
謝
廷
傑
撰
明
万
暦
版

3
両
樹
海
防
類
考
続
編
一

O
巻
明
活
棟
明
万
暦
版

4
海
防
纂
要
一
三
巻
明
王
在
晋
撰
明
万
暦
版

5
審
海
図
編
一
三
巻
明
胡
宗
憲
撰
明
天
啓
版

6
東
夷
図
説
嶺
海
異
聞
嶺
海
続
聞
明
察
汝
賢
撰
明
万
暦
版

7
温
処
海
防
図
略
ニ
巻
明
察
逢
時
撰
明
万
暦
版

8
象
輯
輿
図
備
孜
全
書
一
八
巻
明
播
光
祖
撰
請
願
治
刊

明
代
辺
防
海
防
書
の
全
体
が
完
全
に
揃
っ
て
い
る
。
特
に
2
両
樹
海
防
類
考
四
巻
、

3
両
漸
海
防
類
考
続
編
一

O
巻、

4
海
防
纂

要
一
＝
一
巻
、
7
温
処
海
防
図
略
二
巻
は
善
本
で
あ
る
。
た
だ
し
、
5
響
海
図
編
が
天
啓
版
で
あ
っ
て
、
内
閣
文
庫
幕
府
関
係
所
蔵
本

に
較
べ
て
版
が
新
し
い
の
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
な
お
、
内
閣
文
庫
は
2
両
漸
海
防
類
考
と
7
温
処
海
防
類
考
は
架
蔵
し
な
い
。

ノ、
冊

一
二
冊

四
冊
四
冊
九
冊
六
冊

一
三
冊冊

ニ
冊

一
二
冊

二
二
九
頁

四
O
七
頁

二
O
六
頁

二
O
九
頁

二
O
六
頁

二
O
六
頁

二
O
八
頁

二
O
九
頁

二一

O
頁

二
一
二
頁



回
。
次
に
同
漢
籍
目
録
の
史
部
雑
史
類
一
に
は
、

－
万
暦
三
大
征
考
東
夷
考
略
明
茅
瑞
徴
撰

2
全
辺
略
記
一
二
巻
明
方
孔
娼
撰
明
崇
禎
版

3
皇
明
辺
政
紀
略
一
八
巻
明
鄭
延
昨
撰
明
天
啓
版

町
。
次
に
、
同
漢
籍
目
録
の
史
部
地
理
こ
に
は
、

－
九
辺
図
記
明
馬
一
龍
撰
玉
華
子
務
事
集
秘
書
館
巻
一
四
本

明
天
啓
版

2
輿

図

摘

要

明

李

日

華

撰

3
宝
顔
堂
訂
正
四
夷
考
八
巻
明
葉
向
高
撰

4
東
夷
考
略
明
茅
瑞
徴
撰
万
暦
三
大
征
考
後
附
本

5
九
辺
図
論
明
許
論
撰
兵
垣
四
編
附
編
本

6
海
防
図
論
明
胡
宗
憲
撰
兵
垣
四
編
附
編
本

7
日
本
考
略
明
殿
都
撰
兵
垣
四
編
附
編
本

8
新
編
大
明
一
統
九
辺
険
要
轄
略
世
法
明
徐
光
啓
撰
武
芸
大
全
新
編
諮
略
世
法
本

9
新
刻
株
批
武
備
全
書
海
防
総
論
明
周
弘
祖
撰
皇
明
将
略
後
附
本

日
間
戸
周
彊
明
轍
龍
徳
撰
鳴
子
十
三
種
秘
書
兵
衡
巻
之
八
本

日
武
庫
九
辺
考
明
張
一
龍
撰
武
庫
纂
略
後
附
本

ロ
輿
地
図
考
四
巻
明
程
道
生
撰
兵
鈴
七
種
本

日
新
編
大
明
一
統
地
利
険
要
諮
略
世
法
明
陳
廷
対
撰
武
書
大
全
新
旧
輯
略
世
法
本

凶
日
本
風
土
記
五
巻
明
侯
継
国
撰
全
漸
兵
制
後
附
本

一
五
巻

四
六
全
書
本

明
代
軍
政
・
辺
防
書
の
研
究
・
序
説

四
冊

一
五
冊
八
冊冊冊冊冊冊冊冊

四
冊

五
冊

li. 
九

一
七
四
頁

一
七
四
頁

一
七
四
頁

二
一
九
頁

冊

二
二

O
頁

一
一
一
一
一
頁

三

二

頁

二
一
二
頁

二
一
二
頁

三

二

頁

三
一
一
頁

二
一
三
頁

二
一
三
頁

二
二
二
頁

二
二
二
頁

三
＝
一
頁

二
二
二
頁



明
代
軍
政
・
辺
防
書
の
研
究
・
序
説

六
O

伝
本
系
統
に
不
明
な
点
が
あ
る
も
、
近
世
江
戸
時
代
以
来
の
漢
籍
を
持
つ
国
会
図
書
館
を
見
ょ
う
。

D
H
。
『
国
立
国
会
図
書
館
漢
籍
目
録
』
（
昭
和
六
二
年
）
史
部
、
辺
防
之
部
（
二
三
五
頁
右
）
に
、

－
鄭
開
陽
雑
著
1
1
巻
明
鄭
若
曾
撰
民
国
二
一
景
印
南
京
図
書
館
本
－

2
聾
海
図
編
1
3巻
明
胡
宗
憲
撰
天
啓
四
序
胡
維
極
刊

3
全
辺
略
記
1
2
巻
明
方
孔
侶
撰
民
国
一
九
北
京

4
五
辺
典
則
2
4巻
明
徐
日
久
撰
崇
禎
三
序
刊

近
世
伝
本
は
わ
ず
か
に
二
本
、
そ
れ
で
も
馨
海
図
編
は
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
図
書
館
所

だ
け
で
明
書
は
な
い
。

六八四
冊冊冊

二
四
冊

蔵
の
軍
政
関
係
書
は
清
書

以
上
A
内
閣
文
庫
、

C
尊
経
間
文
庫
の
所
蔵
す
る
明
代
軍
政
辺
防
関
係
書
の
内
容
を
み
て
き
た
が
、
両
文
庫
す
な
わ
ち
徳
川
幕
府
関
係

機
関
と
加
賀
前
田
家
と
の
当
該
書
籍
の
所
蔵
傾
向
に
極
め
て
強
い
類
似
性
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
そ
の
他
諸
家
蔵
本
ほ
夢
々

た
る
存
在
で
あ
る

尾
張
名
古
屋
徳
川
家
の
蔵
本
は
徳
川
家
康
の
旧
蔵
本
を
そ
の
遺
一
言
に
よ
っ
て
藩
祖
義
直
に
譲
っ
た
駿
河
御
譲
り
本
を
中
心
と
し
、
そ
れ

に
義
直
以
下
の
藩
主
が
購
入
し
た
書
物
を
以
て
蓬
左
文
庫
と
名
付
け
た
。

E
H。
『
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
』
（
昭
和
五

O
年
）
史
十
一
地
理
類
に
は
、
（
四
七
頁
）

1
大

明

九

辺

万

国

人

跡

路

程

全

図

一

幅

清

康

照

二

年

姑

蘇

王

君

甫

発

行

紙

本

彩

絵

六

二

・

九

七

同
漢
籍
目
録
史
十
三
政
類
に
は
、
（
五

O
頁）

2
海

防

纂

要

一

三

巻

六

冊

明

王

在

晋

撰

万

暦

四

一

序

刊

本

一

五

八

・

一

二

四

海
防
纂
要
が
め
ぼ
し
い
が
独
自
な
漢
籍
は
な
い
。
こ
の
傾
向
は
紀
州
徳
川
南
葵
文
庫
、
山
口
毛
利
氏
や
熊
本
細
川
氏
永
青
文
庫
、

鹿
児
島
島
津
氏
玉
里
文
庫
、
平
戸
松
浦
氏
等
蔵
書
も
同
様
で
あ
る
。



近
世
大
名
家
以
外
で
注
目
さ
れ
る
の
は
大
坂
懐
徳
堂
で
あ
る
。

F
I。
大
阪
大
学
文
学
部
『
懐
徳
堂
文
庫
図
書
目
録
』
（
昭
和
五
一
年
）
史
部
政
書
類
、
軍
政
之
属
に
、

1

軍
機
故
事
三
巻
附
補
遺
一
巻
清
挑
文
棟
撰
清
刊
本

H
。
同
図
書
目
録
、
史
部
地
理
類
辺
防
に
、

－
寵
海
図
編
十
三
巻
明
胡
宗
憲
撰
曾
孫
維
極
重
校
刊
本

－

0
1
軍
機
故
事
は
珍
本
で
あ
る
。
内
容
は
明
代
も
あ
る
。

H
。
1
は
最
も
流
布
本
の
天
啓
版
。

近
代
蒐
集
の
各
図
書
館
で
は
、
三
菱
・
岩
崎
蒐
集
の
静
嘉
堂
文
庫
、
東
洋
文
庫
を
見
て
み
よ
う
。

G
H。
『
静
嘉
堂
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
』
（
昭
和
四
年
）
史
一
一
地
理
類
（
五
）
辺
防
に
、

－
欝
海
図
編
一
三
巻
明
胡
宗
憲
編
明
嘉
靖
刊

2

同

一

三

巻

明

胡

宗

憲

編

明

天

啓

刊

3
鄭
開
陽
雑
著
二
巻
明
鄭
若
曾
撰
清
康
照
三
六
刊

4
修
棲
通
考
六
巻
明
何
鐙
編
明
万
暦
刊

5
辺

防

議

二

巻

明

陸

完

学

撰

写

一

0
・六

O

こ
こ
の
箸
海
図
編
は
初
版
嘉
靖
版
で
あ
る
。

4
修
擁
通
考
六
巻
と
5
辺
防
議
二
巻
は
他
に
見
ら
れ
な
い
独
自
な
漢
籍
で
あ
る
。

H
。
同
漢
籍
目
録
史
一
一
地
理
類
こ
こ
地
図
に
、

6
大
明
九
辺
全
園

（
康
照
二
年
刊
）

こ
れ
は
名
古
屋
蓬
左
文
庫
の
大
明
九
辺
万
国
人
跡
路
程
全
図
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。

H
I
H。
『
東
洋
文
庫
所
蔵
漢
籍
分
類
目
録
・
白
人
部
』
（
昭
和
六
一
年
）
第
十
五
政
書
、
五
軍
政
に
は
、

1
馬
政
史
四
巻
明
陳
講
撰
嘉
靖
二
十
九
年
序
刊
本

折

明
代
軍
政
・
辺
妨
害
の
研
究
・
序
説

冊
｝＼ 

冊
｝＼｝＼ 

冊冊
四
冊
-/¥ 
冊冊

二
冊

-L ，、

六
二
頁

五
九
頁

。四五
・
一
七

一0
・
四

一0
・
四

七
七
・
九
一

湿

3
A
b
2
9



4
欝
海
図
編
十
三
巻
明
胡
宗
憲
撰
明
天
啓
四
新
安
曾
孫
維
極
重
刊
本

5
全
辺
略
記
十
二
巻
明
方
孔
娼
撰
明
崇
禎
元
桐
域
方
氏
原
刊
本

6
三
関
図
説
不
分
巻
明
康
至
揚
等
撰
明
万
暦
三
五
刊
本

7
両
断
海
防
類
考
続
編
十
巻
明
沼
棟
撰
明
万
暦
三
十
年
刊
本

8
温
処
海
防
図
略
二
巻
明
禁
逢
時
撰
景
照
旧
北
平
図
書
館
本

9
箸
辺
一
得
不
分
巻
明
易
文
撰
明
嘉
靖
二
六
紗
本

9
が
他
に
見
ら
れ
ぬ
漢
籍
で
あ
る
。

7
は
前
掲
I
。
の
重
掲
載
。
東
洋
文
庫
の
図
書
番
号
の
頭
E
は
貴
重
書
、
こ
の
場
合
明
版
で

あ
る
が
、
そ
の
由
来
は
近
代
の
蔵
書
家
が
圏
内
で
購
入
蒐
集
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
日
本
将
来
は
江
戸
近
世
に
遡
る
と
思
わ
れ
る
。

大
学
附
属
図
書
館
等
は
東
京
大
学
附
属
図
書
館
、
同
東
洋
文
化
研
究
所
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
、
同
人
文
科
学
研
究
所
等
が
多
数
の

明
代
軍
政
・
辺
防
警
の
研
究
・
序
説

2
海
防
図
論
一
巻
明
胡
宗
憲
撰
明
呉
興
世
徳
堂
刊
本

3
両
断
海
防
類
考
続
編
十
巻
明
寵
棟
撰
明
万
暦
三
十
年
刊
本

4
海
防
纂
要
十
三
巻
明
王
在
晋
撰
明
万
暦
四
十
一
年
序
刊
本

5
万
里
海
防
図
論
二
巻
日
本
図
纂
一
巻
明
鄭
若
曾
撰
清
康
照
三
十
重
刊
本

6
明
代
禦
倭
軍
制
一
巻
明
李
遂
撰
石
印
用
天
一
閣
蔵
明
版

2
、
3
、
4
は
内
閣
・
尊
経
閣
両
文
庫
に
所
在
す
る
が
、
辺
防
海
防
書
。

1
、

H
。
同
漢
籍
目
録
・
史
部
の
第
十
一
地
理
類
七
辺
防
に
は
、

－
鄭
開
陽
雑
著
十
一
巻
明
鄭
若
曾
撰

2
皇
明
九
辺
考
十
巻
明
貌
燥
撰

明
許
論
撰

藤
一

O
冊

一
二
冊

5
、
6
は
新
出
。

景
印
南
京
図
書
館
蔵
鈴
本

明
嘉
靖
二
三
肇
州
知
府
張
環
刊
本

3
九
辺
図
論
一
巻

二
O
冊

藤
一

O
冊

ム，、
冊

犯

3
A
b
1
9
8

沼

3
A
b
2
1
1

刻

3
A
b
1
9
1

ー－ /¥ 
冊冊

H
1
5
D
5
3
 

H
1
5
D
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冊
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H
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漢
籍
を
所
蔵
す
る
が
、
そ
れ
ら
に
は
め
ぼ
し
い
軍
政
海
防
書
は
な
い
。

そ
れ
で
も
東
大
東
洋
文
化
研
究
所
大
木
文
庫
、
京
大
人
文
研
究
所
等
に
は
天
啓
四
年
序
刊
本
の
寵
海
図
編
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

東
北
大
学
狩
野
文
庫
の
漢
籍
に
見
て
み
よ
う
。

I
H
。
『
東
北
大
学
所
蔵
古
典
分
類
目
録
漢
籍

狩
野
文
庫
。
－
鄭
開
陽
雑
著
一
一
巻

2
箸
海
図
編
一
三
巻

一
例
を

経
史
部
』
（
昭
和
四
九
年
）
史
部
第
一
一
地
理
類
、
六
辺
防
に
以
下
の
通
り
だ
が
、
狩
は

明
鄭
若
曾
撰

民
国
一
二
年
景
印
本

四
冊

明
胡
宗
憲
撰
茅
坤
等
訂
清
刊
本

3
全
辺
略
記
二
一
巻
明
方
孔
娼
撰
民
国
一
九
年
排
印
本

各
大
学
の
傾
向
を
代
表
し
て
い
る
。

｝＼ 
冊

5守

／＼ 

冊

［
一
ニ
明
代
軍
政
・
海
防
書
の
日
本
将
来
の
時
期

以
上
か
ら
解
る
通
り
、
明
代
軍
政
・
海
防
書
は
そ
の
重
要
な
も
の
は
ほ
と
ん
ど
内
閣
・
尊
経
閣
両
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

問
題
と
な
る
の
は
上
掲
の
如
き
軍
政
海
防
書
が
両
文
庫
に
い
っ
入
っ
た
か
で
あ
る
が
、
大
庭
傭
著
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の

研
究
」
一
九
六
七
、
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
に
収
録
さ
れ
た
『
商
船
載
来
書
目
』
正
徳
四

1
文
化
二
に
よ
る
か
ぎ
り
、

A
1
0
4

軍
政
条
例
七
巻
四
冊
・
楓
が
元
禄
七
甲
成
年
に
「
一
、
軍
改
条
例
一
部
八
本
」
と
あ
り
、
ま
た
、

A
H
。
1
纂
海
図
編
二
二
巻
九
冊
・

日目、

B
I。
5
寵
海
図
編
一
三
巻
一
三
冊
と
あ
る
同
室
聞
は
享
保
九
甲
辰
年
に
「
一
審
海
図
編
一
部
一
套
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

享
保
年
聞
か
ら
元
文
年
ま
で
将
軍
吉
宗
が
御
用
に
し
た
漢
籍
の
記
録
を
『
幕
府
書
物
方
日
記
』
で
確
認
す
る
と
、
軍
政
条
例
四
冊
は
享
保

六
年
二
月
二
十
三
日
に
、
審
海
図
編
八
冊
は
享
保
十
年
四
月
五
日
に
御
用
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
ま
た
、

A
H
。
7
輿
地
図
考
一

冊
は
享
保
十
七
年
間
五
月
二
十
七
日
の
御
用
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
全
漸
兵
制
考
、
両
漸
海
防
類
考
、
同
続
編
、
海
防

明
代
軍
政
・
辺
防
書
の
研
究
・
序
説

ノ、



明
代
軍
政
・
辺
防
書
の
研
究
・
序
説

六
四

纂
要
、
温
処
海
防
図
略
等
の
主
要
軍
政
・
海
防
警
の
将
軍
御
用
は
見
ら
れ
な
い
。
と
い
う
よ
り
か
は
吉
宗
の
時
代
、
享
保
の
噴
の
江
戸
城

中
紅
葉
山
御
文
庫
に
は
そ
れ
等
書
籍
は
所
蔵
し
て
い
な
い
点
が
確
認
さ
れ
る
。

A
H。
1
寵
海
図
編
一
三
巻
が
山
本
北
山
旧
蔵
を
経
て
昌

平
坂
学
問
所
に
あ
り
、

5
両
漸
海
防
類
考
続
編
一

O
巻
ま
た
同
昌
平
坂
本
、

6
海
防
纂
要
一
一
二
巻
も
林
大
学
頭
家
の
所
蔵
で
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
書
籍
が
江
戸
時
代
の
外
交
当
局
と
も
言
う
べ
き
林
大
学
頭
家
に
所
在
す
る
こ
と
の
意
味
を
む
し
ろ
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点

に
係
わ
っ
て
、

A
I
。

2
全
断
兵
制
考
は
写
本
な
が
ら
、
毛
利
高
標
本
（
同
A
I。
－
）
が
幕
府
に
献
上
き
れ
る
前
に
は
、
林
鷲
峯
手
肢
本

と
言
わ
れ
て
珍
重
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

従
来
倭
冠
研
究
に
し
て
も
、
環
東
シ
ナ
海
地
域
間
交
流
史
研
究
に
し
て
も
、
審
海
図
編
を
史
料
と
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
は
近

世
期
に
同
書
が
多
数
伝
来
し
た
こ
と
が
一
つ
の
理
由
で
あ
っ
た
。
近
世
長
崎
貿
易
に
よ
り
唐
人
か
ら
購
入
し
た
漢
籍
目
録
で
あ
る
『
書
籍

元
帳
』
（
長
崎
県
立
図
書
館
所
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
弘
化
二
歳
巳
五
月
に
辰
（
弘
化
元
年
一
八
四
四
）
四
番
五
番
六
番
七
番
船
井
辰
歳
新
渡
の
書

籍
の
中
に
「
百
十
四
欝
海
図
編
六
部
内
五
部
各
一
套
一
部
四
套
帳
入
」
と
あ
り
、
同
じ
く
弘
化
四
年
戴
未
正
月
の
元
帳
に
午
（
弘
化

一
二
）
壱
番
弐
番
参
番
船
の
新
渡
本
の
中
に
「
一
審
海
図
編

O
一
部
一
套
」
と
あ
り
、
弘
化
四
歳
未
八
月
午
四
番
五
番
六
番
七
番
未
壱
番
持

渡
の
元
帳
に
「
一
欝
海
図
編

O
一
部
二
套
」
と
あ
る
。
ま
た
、
長
崎
で
書
籍
取
引
の
実
際
を
示
す
『
落
札
帳
』
（
九
州
大
学
九
州
文
化
研

究
施
設
所
蔵
）
弘
化
二
年
巳
（
一
八
四
五
）
弐
番
割
に

一
審
海
図
編

部

十
匁
六
分

鉄
屋

二
十
七
匁

安
田
や

二
十
六
匁

と
あ
り
、
鉄
屋
が
三
十
匁
六
分
で
落
札
し
て
い
る
。
同
年
落
札
価
格
の
比
較
を
す
れ
ば
、
綬
窟
紀
略
一
部
壱
套
六
本
を
同
じ
鉄
屋
が
二
十

六
匁
で
落
札
し
、
漢
親
叢
書
壱
部
弐
包
八
本
を
鉄
屋
が
三
十
匁
七
分
、
太
平
広
記
壱
部
六
套
八
本
が
四
十
五
匁
六
分
で
や
は
り
鉄
屋
が
落

菱
や



札
し
て
い
る
。
値
の
高
い
も
の
で
は
五
編
通
鑑
壱
部
八
包
六
本
八
本
各
を
壱
寅
三
十
四
匁
で
長
ヲ
カ
が
落
札
、
侃
文
韻
府
壱
部
弐
拾
套
を

壱
貫
七
百
十
匁
で
長
ヲ
カ
、
皇
朝
経
世
文
編
は
安
田
や
が
三
百
二
十
匁
、
知
不
足
斎
叢
書
を
鉄
屋
が
三
百
四
十
五
匁
で
落
札
、
以
上
か
ら

審
海
図
編
の
価
格
の
位
置
が
判
ろ
う
。
こ
れ
が
同
じ
く
『
落
札
帳
』
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
六
月
二
十
五
日
六
日
荷
見
セ
於
会
所
未
（
安

政
六
年
）
参
番
船
に
、

一
審
海
図
編

二
部

五
十
三
匁
五
分

本
屋
嶋
匡

二

十

六

匁

九

分

書

物

屋

と
あ
る
が
、
先
の
弘
化
二
年
か
ら
十
五
年
後
、
書
籍
価
格
は
や
や
値
上
が
り
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

帳
」
な
ど
に
も
『
海
防
纂
要
』
以
下
の
海
防
書
の
名
は
見
ら
れ
な
い
。

三
十
二
匁
九
分

三
一
］
主
要
軍
政
・
海
防
書
の
内
容
項
目

し
か
し
、
こ
う
し
た
『
落
札

四
庫
分
類
の
史
部
政
書
類
軍
政
に
属
す
漢
籍
と
同
じ
く
史
部
地
理
類
辺
防
に
属
す
海
防
書
と
の
分
類
定
義
は
難
解
で
あ
る
が
、
現
在
内

閣
文
庫
所
蔵
の
毛
利
高
標
献
上
本
「
全
漸
兵
制
考
三
巻
日
本
風
土
記
五
巻
』
明
侯
継
高
撰
、
明
刊
、
五
冊
の
内
容
項
目
を
検
討
す
る
中
で

軍
政
書
の
定
義
も
併
て
考
え
て
み
よ
う
。

第
一
巻
全
漸
海
図

杭
嘉
湖
区
図

寧
紹
区
図

全
樹
海
図
総
説

杭
嘉
湖
区
図
説

全
漸
水
陸
兵
制
井
沿
海
地
理
熔
喉
考

杭
嘉
湖
兵
制

寧
紹
兵
制

本
区
倭
乱
紀

本
区
倭
乱
紀

本
区
倭
乱
紀

寧
紹
区
図
説

第
二
巻

台
金
巌
区
図

台
金
巌
区
図
説

台
金
巌
兵
制

明
代
軍
政
・
辺
防
毒
の
研
究
・
序
説

衛
所
鋒
喉

衛
所
燦
喉

衛
所
熔
喉

六
五



明
代
軍
政
・
辺
防
書
の
研
究
・
序
説

附
録
近
報
倭
響

造
修
福
船
略
説

－
附
日
本
風
土
記
目
録

日
本
国
図

課冠
術
沿
革
山
川
貢
物
内
俗
婚
姻
貿
易
居
室
娼
優
隷
卒

字
書
岩
衣
山
帯

年
内
立
春

億
摘
棲
桃

第
三
巻

第
一
巻

第

巻

第
三
巻
歌
謡

温
処
区
図

温
処
区
図
説

温
処
兵
制

衛
所
燥
機

附
纂
造
新
修
旧
大
小
福
島
船
料
数

倭
国
事
略

彊倭島
域万名
土
産
貢
船
開
泊

徴
糧
便
宜
婚
姻

時
令
公
文

以
路
法
字
様

松
風
撹
睡

新
歳
挙
筆

摘
花
遇
雨

畿
内
部

寄
語
島
名

畿
州
郡
島

国
王
世
伝

君
臣
礼
節

法
度
生
育
待
賓
飲
懐

古
一
教

秋
田
暁
露

春
雲
引
志

樵
子
儲
桃

倭駅
船

国
王
建
都

所
属
戸
口

説
官
分
職

官
出
巡

喪
事
出
海
通
番

九
流

鹿
悲
紅
葉

難
中
春
怨

春
野
採
花

本
区
倭
乱
紀

戸
倭
好

属
国
朝
貢
染
牙

風
俗
男
子
婦
人

保
ょJ、
前日
商
船
所
緊

百
工
器
械

冬
花
春
発

春
風
過
嶺

雲
迷
夏
月

L

、し、
－〆－〆



松
影
軍
山

玉
霜
問
婦

心
命
相
連

夜
約
誤
期

世
別
清
津

第
四
巻
語
音
月
分
十
二
支

舗薦吏域
蓋廃従市

農炊
具煮
響
器
菓
子

第
五
巻
文
辞

指
月
候
人

世
笑
梅
豊
犬

托
月
警
病

択
善
相
交

武
蔵
無
山

天
文
日
数
甲
子
国
部
軍
民

数段親
目布属

菜香船
蔵料具

戒
厳
王
思
行
成
表

東
大
寺
大
朝
法
斉
大
師
斎
然
啓

明
代
軍
政
・
辺
紡
書
の
研
究
・
序
説

雲
山
苔
石

情
人
摘
梅

帰
遅
嘆
世

浪
裏
行
舟

暴
雨
警
癌

時
令
今
明
地
里
方
向
教
流

算顔称
法色答

医馬
用異
野
草

暗
月
逢
人

日
月
同
天

夜
月
感
懐

京
郷
弁
智

涙
筆
写
情

寒
温
五
行
火
炭
人
物
工
芸

五身
穀体
器
用
文
器

鳥珍
獣宝

月
下
腐
帰

挺
蝉
避
牛

相
期
不
候

漁
舟
速
鈎

君宮十暁
臣室干夜
流
賎

飲衣
食服
内
器

人花武
事木具

七



詩
賦
明
代
箪
政
・
辺
紡
書
の
研
究
・
序
説

又
詠
西
湖

山
歌

琴
法

恭琴
格譜

詠
西
湖

普
福
迷
失
楽
清
被
獲
感
懐

被
張
太
守
禁
舟
中
嘆
懐

鳩
鶴
争
鳴

日
春
清
水
寺

美
女
憶
郎

琴
様
億
中
華
調

象
慕
讐
陸

夫
婦
妻
接

雑
唱
小
曲

叉
廻
文
調

春
日
感
懐

題
春
雪

遊
育
王

月
夜
私
情

夜
億
故
交

奉
辺
将

葎四
友
亭

少
女
別
郎

祝
延
聖
寿

六
八

答
風
俗
間

保
叔
塔

題
花
鳥
画

青
春
嘆
世

女
嘆
配
遅

恭
子
造
法

征
行
所
禁

「
全
漸
兵
制
考
』
三
巻
は
明
末
万
暦
中
に
編
纂
刊
行
さ
れ
た
倭
題
対
策
の
た
め
の
軍
政
書
の
一
つ
で
、
既
に
中
国
に
伝
を
失
っ
た
い
わ

ゆ
る
侠
存
書
で
あ
る
。
こ
れ
に
附
す
「
日
本
風
土
記
」
は
一
六
世
紀
中
国
人
の
日
本
の
歴
史
・
地
理
・
風
俗
・
制
度
・
日
本
語
等
の
理
解

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
中
世
日
本
の
我
が
国
の
実
情
、
特
に
国
語
の
発
音
を
知
る
の
に
有
用
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
乙
の

面
の
写
本
が
か
な
り
疏
布
し
、
例
え
ば
東
洋
文
庫
に
江
戸
の
木
村
正
辞
自
筆
本
が
あ
る
。
な
お
、
昭
和
三
十
三
年
に
は
京
都
大
学
文
学
部

国
語
国
文
学
研
究
室
か
ら
国
語
資
料
と
し
て
複
写
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
「
日
本
風
土
記
」
の
部
分
は
明
ら
か
に
倭
冠
を
行
う
国
と
し
て

の
日
本
の
歴
史
、
地
理
、
風
俗
、
一
言
語
等
の
日
本
情
報
を
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
内
閣
文
庫
や
東
洋
文
庫
の
漢
籍
目
録
が
写
本

『
日
本
風
土
記
』
を
地
理
外
紀
に
分
類
し
た
の
も
、
こ
の
部
分
が
軍
政
海
防
書
で
な
い
こ
と
は
明
白
と
さ
れ
よ
う
。

そ
れ
で
は
『
全
漸
兵
制
考
』
三
巻
の
性
格
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
巻
の
最
初
に
全
断
江
の
海
図
及
び
そ
の
解
説
を
行
い
、
そ
れ

に
関
係
す
る
水
陸
の
兵
制
体
制
や
煙
火
台
の
設
置
状
況
を
解
説
す
る
。
そ
れ
に
続
い
て
、
巻
一
に
杭
州
・
嘉
興
・
湖
州
三
府
及
び
寧
波
・

菓
子
歩
法

纂
法

碁
盤
式
様

捷
法

閤
碁



紹
興
両
府
、
巻
二
に
台
州
・
金
華
・
巌
州
三
府
と
温
州
・
処
州
両
府
の
各
分
道
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
の
区
図
、
そ
の
説
明
、
そ
の
兵
制
、
衛
所

熔
火
台
体
制
、
そ
れ
と
当
該
区
域
に
お
げ
る
倭
語
の
活
動
記
録
、
そ
れ
ら
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
軍
制
度
や
兵
制
に
つ
い
て
の
書
に
は
違

い
な
い
が
、
次
の
『
審
海
図
編
』
な
ど
の
海
防
書
と
の
厳
密
な
区
別
基
準
を
見
い
だ
す
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

前
述
の
ご
と
く
本
曹
は
豊
後
佐
伯
侯
毛
利
高
標
蒐
集
本
で
そ
の
孫
の
高
翰
が
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
幕
府
に
献
上
し
た
善
本
漢
籍
の

一
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
書
が
い
つ
日
本
に
伝
来
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
元
禄
あ
る
い
は
寛
永
期
を
遡
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
そ

れ
は
以
下
の
数
種
の
海
防
書
に
も
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
は
長
崎
で
の
漢
籍
取
引
文
書
に
、
ま
た
一
つ
に
彼
の
元
禄
期
以

後
、
将
軍
の
漢
籍
御
用
の
記
録
『
幕
府
書
物
方
日
記
』
に
そ
の
書
名
が
見
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

次
に
、
明
代
辺
防
海
防
書
の
代
表
格
の
鄭
若
曾
撰
『
審
海
図
編
』
一
三
巻
の
内
容
構
成
を
み
よ
う
。
（

輿
地
全
図
（
l
）

広

東

沿

海

山

沙

図

（

1
0
）
福
建
沿
海
山
沙
図
（
9
）

漸
江
沿
海
山
沙
図
（
2
1
）

山

東

沿

海

山

沙

図

（

1
8
）

巻

直
隷
沿
海
山
沙
図
（
8
）

巻

遼
東
沿
海
山
沙
図
（
5
）

王
官
使
倭
事
略

親
（
斉
王
芳
）
正
始
元
年
、
六
、
八
年

陪
場
帝
大
業
三
年

唐
太
宗
貞
観
五
年

元
世
祖
至
元
三
、
四
、
五
、
六
、
一

O
、

国
朝
明
太
祖
高
皇
帝
洪
武
二
年
、
五
年

成
祖
文
皇
帝
永
楽
九
年
、
一
五
年

宣
宗
章
皇
帝
宣
徳
八
年

一
八
、
二

O
、
大
徳
三
年

附
図
・
日
本
島
夷
入
冠
之
図
（
1
）

一
一、
一一一、
一七、

明
代
軍
政
・
辺
防
毒
の
研
究
・
序
説

）
内
数
は
冊
葉
数
。

ノ、
九



明
代
軍
政
・
辺
防
書
の
研
究
・
序
説

今
上
皇
帝
嘉
靖
三
四
年
七
月

太
倉
使
往
日
本
針
路
身
渡
海
方
程
及
海
道
針
経

倭
奴
朝
貢
事
略

漢
武
帝
建
武
中
光
武
帝
中
光
六
年
安
帝
永
初
元
年

貌
（
明
帝
）
景
初
二
年
（
斉
王
芳
）
正
始
四
年
八
年

晋
（
武
帝
）
泰
始
初
年
安
帝
時
文
帝
元
嘉
二
年
二

O
年
二
八
年

惰

文

帝

開

皇

二

年

場

帝

大

業

二

年

三

年

唐
太
宗
貞
観
五
年
（
高
宗
）
永
徴
初
年
二
年
成
亨
元
年

｛
周
武
則
天
）
長
安
元
年

（
唐
玄
宗
）
開
元
初
年
四
年
二
四
年
天
宝
一
二
年
（
代
宗
）
大
暦
二
一
年

（
徳
宗
）
建
中
元
年
貞
元
四
年
貞
元
末
年
（
憲
宗
）
元
和
元
年

（
武
宗
）
会
昌
元
年
（
信
宗
）
光
啓
元
年

後
梁
（
末
帝
）
龍
徳
中

宋
（
太
宗
）
薙
照
元
年
端
扶
元
年
（
真
宗
）
威
平
五
年

（
仁
宗
）
天
聖
四
年
（
神
宗
）
照
寧
五
年
元
豊
元
年

南
宋
（
孝
宗
）
乾
道
元
年
淳
照
二
年

元
（
世
祖
）
至
元
八
年
九
年

大
明
（
太
租
）
洪
武
二
年

（
成
祖
）
永
楽
二
年

順
帝
昇
明
二
年

景
徳
元
年

一
四
年

一
二
年

一
六
年

一O
年

一
三
年

（
宣
告
示
）
宣
徳
元
年

一
四
年

五
年

七
年

七。



（
英
宗
）
正
統
七
年

（
憲
宗
）
成
化
二
年

（
武
宗
）
正
徳
四
年

（
世
宗
）
嘉
靖
二
年

日
本
国
図
（
2
）

倭
国
事
略

畿
内
部

畿
外
部

海
曲
部

駅
凡
四
百
十
四

道
七

天
順
二
年

二
年八年一七

年

東
海
道

十
四
州

西
海
道

南
海
道

北
陸
道

東
山
道

山
陽
道

山
陰
道

伊
岐

対
馬

戸
可
七
万
余

寄
語
島
名
（
六
十
六
国
・
十
五
島
）

寄
語
雑
類

島一

明
代
軍
政
・
辺
防
警
の
研
究
・
序
説

山
城
・
太
河
・
河
内
・
和
泉
・
摂
津

伊
賀
・
伊
勢
・
志
摩
・
尾
張
・
三
河
・
遠
江
・
駿
河
・
伊
豆
・
甲
斐
・
相
模
・
武
蔵
・

安
房
・
上
総
・
常
陸
（
一
二
ハ
郡
）

筑
前
・
筑
後
・
豊
前
・
豊
後
・
肥
前
・
肥
後
・
日
向
・
大
隅
・
薩
摩

紀
伊
・
淡
路
・
阿
波
・
伊
予
・
土
佐
（
四
八
郡
）

若
狭
・
越
前
・
越
中
・
越
後
・
加
賀
・
能
登
・
佐
渡
（
一
ニ

O
郡）

近
江
・
美
濃
・
飛
騨
・
信
濃
・
上
野
・
下
野
・
陸
奥
・
出
羽

播
麗
・
美
作
・
備
前
・
備
中
・
備
後
・
安
芸
・
周
防
・
長
門

丹
波
・
丹
後
・
但
馬
・
因
幡
・
伯
書
・
出
雲
・
石
見
・
隠
岐

二
O
年

（
孝
宗
）
弘
治
八
年

二
三
年

二
六
年

州
五

九
州l
五
州、｜
七
州
/1. ｝＼ 

州、！
/1. 
多
芸
課
約
八
十
八
万
三
千
三
百
二
十
九

（
九
三
郡
）

（
一
一
一
一
郡
）

（
六
九
郡
）

（
五
二
郡
）

七



明
代
軍
政
・
辺
防
書
の
研
究
・
序
説

天
文
類
（
1
1
）
時
令
類
（
1
7
）
地
理
類
（
9
）
方
向
類
（
6
）
珍
宝
類
（
8
）

人
物
類
（
6
1
）
人
事
類
（
9
1
）
身
体
類
（
1
4
）
器
用
類
（
4
5
）
衣
服
類
（
1
0
）

飲
食
類
（
2
0
）
花
木
類
（
9
）
鳥
獣
類
（
1
1
）
数
回
類
（
1
6
）
通
用
類
（
2
7
）

倭
船
倭
好
（
日
本
輸
入
品
）

綿
・
綿
綿
・
布
・
綿
紬
・
錦
繍
・
紅
線
・
水
銀
・
針
・
鉄
錬
・
鉄
鍋
・
磁
器
・
古
文
銭
・

古
名
画
・
古
名
字
・
古
書
・
薬
材
・
艶
盤
・
馬
皆
艶
・
粉
・
小
倉
幕
・
漆
器
・
酷

窟
術
倭

万

上

等

次

等

巻

雷
州
府
図

広
東
事
宜

広
州
府
図
恵
州
府
図
潮
州
府
図

広
東
沿
海
総
図
廉
州
府
図

広
東
兵
防
官
考
広
東
倭
変
紀

福
建
沿
海
総
図
樟
州
府
図
泉
州
府
図

福
建
兵
防
官
考
福
建
倭
変
紀
福
建
事
宜

全
漸
沿
海
総
図
温
州
府
図
台
州
府
図

漸
江
兵
防
官
考
漸
江
倭
変
紀
断
江
事
宜

直
隷
沿
海
総
図
松
江
府
図
蘇
州
府
図

直
隷
兵
防
官
考
直
隷
倭
変
紀
直
隷
事
宜

山
東
沿
海
総
図
畳
州
府
図

遼
陽
兵
防
官
考

高
州
府
図

巻
四

輿
化
府
図
福
州
府
図
福
寧
州
図

巻
五

寧
波
府
図

紹
興
府
図
杭
州
府
図
嘉
興
府
図

巻
六

常
州
府
図

鎮
江
府
図
揚
州
府
図
准
安
府
図

巻
七

東
州
府
図

遼
陽
事
宜

山
東
兵
防
官
考

山
東
倭
変
紀

山
東
事
宜

遼
陽
図

七



嘉
靖
以
来
倭
奴
入
冠
総
編
年
表

恵
潮
・
樟
泉
・
興
福
・
温
台
・
寧
紹
・
杭
嘉
・
蘇
松
・
常
鎮
・
准
揚

大
捷
考
望
海
禍
之
捷
（
永
楽
1
7）

陸
運
輔
之
捷
（
嘉
靖
3
4）

仙
居
之
捷
（
嘉
靖
3
5）

禽
山
之
捷
（
嘉
靖
3
5）

舟
山
之
捷
（
嘉
靖
3
7）

巻
十
遇
難
街
節
考

巻
十
一
経
略
一
叙
冠
原

精
教
練

定
武
略

巻
十
二
経
略
二

巻
/¥ 

巻
九

除
内
逆

足
兵
鮪

鼓
軍
気

定
廟
諜

清
屯
種

公
賞
罰

禦
海
洋

巌
城
守

巻
十
三
経
略
三

兵
船広
東
船
図
説 閏

海
岸

築
城
壁

動
会
哨

広
団
結

尖
尾
船
図
説

明
代
軍
政
・
辺
防
書
の
研
究
・
序
説

玉
江
沼
之
捷
（
嘉
靖
3
4）

後
梅
之
捷
（
嘉
靖
3
4）

乍
浦
之
捷
（
嘉
靖
3
5）

金
塘
之
捷
（
嘉
靖
3
5）

准
揚
之
捷
（
嘉
靖
3
8）

択
将
材
・
御
将
附
実
軍
伍

汰
冗
食
慎
募
調
・
客
兵
附

禁

妄

殺

処

首

級

憧

傷

残

謹
瞭
探

行
保
甲

散
賊
党

降
宣
諭
・
用
間
諜
附

重
隣
援

大
頭
船
図
説

大
福
船
図
説

平
望
之
捷
（
嘉
靖
3
4）

清
風
嶺
之
捷
（
嘉
靖
3
4）

紀
剰
徐
海
本
末
（
嘉
靖
3
5）

捕
獲
王
直
（
嘉
靖
3
6）

寧
台
温
之
捷

選
士
卒

集
衆
謀

慎
招
撫

草
撤
船
図
説

平
倭
録

岨
軍
属

収
図
籍

択
守
令
開
互
市
握
民
窮

通
貫
道

海
槍
船
図
説

七



兵
器専

兵

医

甲

図

説

燕

尾

牌

図

説

挨

牌

図

説

銅

発

貢

図

説

鳥

銃

図

説

銃

図

説

子

母

姻

図

説

天

墜

熔

図

説

大

蜂

巣

図

説

火

妖

図

説

火

薬

桶

図

説

噴

筒

図

説

磁

図

説

両

広

薬

箭

図

説

辺

箭

図

説

伏

寄

図

説

火

箭

図

説

神

機

箭

図

説

標

鎗

図

説

梨

花

鎗

図

説

築

箆

図

説

根

図

説

天

蓬

鐘

図

説

僅

月

万

図

説

明

枚

図

説

兵

総

器

『
箸
海
図
編
』
十
三
巻
は
明
鄭
若
曾
撰
、
嘉
靖
四
十
一
年
二
五
六
二
）
成
る
。
鄭
若
曾
は
蘇
州
府
昆
山
県
の
人
、
嘉
靖
初
貫
生
、
初
め

貌
校
、
つ
い
で
湛
若
水
・
王
守
仁
を
師
と
し
た
。
倭
冠
が
最
も
娼
振
を
極
め
た
嘉
精
三
十
年
代
に
倭
冠
鎮
圧
責
任
者
胡
宗
憲
の
幕
僚
と
な

っ
て
活
躍
、
本
書
刊
行
の
前
年
嘉
靖
四
十
年
に
「
日
本
図
纂
」
（
鄭
若
曾
自
著
『
鄭
開
陽
雑
著
』
所
収
）
を
作
成
し
て
胡
宗
憲
の
認
め
る
と
こ

ろ
と
な
り
、
彼
の
援
助
で
筈
海
図
編
は
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
明
末
に
は
本
書
の
撰
者
を
胡
宗
憲
と
す
る
も
の
が
現
れ
、
四
庫
全
書

提
要
に
至
り
決
定
的
と
な
っ
た
。
な
お
、
鄭
若
曾
に
は
同
じ
く
海
防
、
江
南
軍
事
問
題
を
扱
っ
た
『
江
南
経
略
』
八
巻
が
あ
り
、
四
庫
全

明
代
軍
政
・
辺
防
書
の
研
究
・
序
説

開
浪
船
図
説

漁
船
図
説

兵
船
総
説

高
把
梢
船
図
説

網
稜
船
図
説

兵
船
積
手
論

瞳
橋
船
図
説

両
頭
船
図
説

蒼
山
船
図
説

蝶
蛤
船
図
説

藤
牌
図
説

一
嵩
蜂
図
説

火
碍
図
説

露
目
前
図
説

長
鎗
図
説

創
図
説

八
紫
船
図
説

沙
船
図
説

七
四

臆
船
図
説

船
碇
図
説

仏
狼
機
図
説

地
雷
図
説

火
器
図
説

馬
箭
図
説

書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
『
寵
海
図
編
』
の
内
容
項
目
か
ら
判
る
同
書
の
特
徴
で
あ
る
が
、
第
一
に
図
編
の
名
の
ご
と
く
輿
地
全
図
・
広
東
・
福
建
・
漸
江
・

（
南
）
直
隷
・
山
東
・
遼
東
の
沿
海
山
沙
図
｛
巻
ご
、
日
本
国
図
（
巻
ニ
）
、
広
東
か
ら
遼
東
ま
で
各
省
沿
海
総
図
と
各
省
属
府
州
図
（
巻
三

か
ら
巻
七
）
、
さ
ら
に
各
種
兵
船
・
兵
器
類
等
々
が
図
絵
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
第
二
の
特
徴
は
広
東
か
ら
遼
東
ま
で
中
国
の
沿
岸
海



岸
線
が
全
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
第
三
に
倭
窟
に
つ
い
て
日
本
情
報
が
そ
の
中
国
へ
の
朝
貢
の
歴
史
か
ら
日
本
地
理
、
風
俗
、
日
本
語
に

至
る
ま
で
詳
細
に
調
査
き
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
掲
の
『
全
漸
兵
制
考
」
に
付
す
「
日
本
風
土
記
」
と
共
に
一
六
世
紀
中
国
の
日
本
理
解

の
程
度
を
示
し
て
興
味
深
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
響
海
図
編
』
は
倭
冠
対
策
、
辺
防
海
防
書
の
さ
き
が
け
で
最
も
内
容
が
豊
か
な
典
型

的
類
書
と
言
え
、
次
に
挙
げ
る
諸
書
に
与
え
た
影
響
が
大
き
い
。

次
に
、
『
尊
経
閤
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
』
史
部
地
理
類
一
に
よ
っ
て
同
文
庫
所
蔵
の
代
表
的
海
防
書
三
種
を
検
討
す
る
。

『
両
漸
海
防
類
考
』
四
巻
明
謝
廷
傑
撰
明
万
暦
版
四
冊
ニ

O
九
頁

万
暦
乙
亥
（
三
年
）
仲
夏
漸
江
布
政
司
右
参
政
前
奉
勅
提
督
学
校
甑
寧
際
伯
輪
序

万
暦
三
年
三
月
漸
江
等
処
提
刑
按
察
司
巡
視
海
道
兼
理
辺
儲
整
簡
寧
紹
兵
備
副
使
劉
序

巻

一

漸

江

輿

図

叙

両

漸

輿

図

全

樹

海

図

樹

海

指

掌

図

倭

夷

冠

道

図

巻
二
申
明
職
掌
総
参
議
設
各
区
戦
船
水
陸
官
兵
官
軍
兵
船
員
名
及
防
守
地
方
哨
道

申

巌

哨

探

衛

所

軍

糧

官

兵

糧

働

戦

船

料

税

巻

三

軍

需

稿

賞

各

府

額

鮪

漁

税

事

宜

倉

糧

条

議

審

軍

碍

瓦

修

理

城

垣

修

理

戦

船

修

造

兵

器

巻
四
操
練
宮
兵
考
察
官
捕
獲
功
賞
格
報
捷
続
考
除
経
馨
海
図
編
紀
載
者
不
開
外

弁

倭

真

偽

全

漸

総

論

羊

山

防

守

陳

銭

構

導

普

陀

禁

約

海

山

沿

革

天

漉

塗

田

風

雨

占

候

図

附

潮

汐

占

候

図

附

「
審
海
図
編
」
の
漸
江
の
部
分
だ
け
で
あ
る
が
、
海
防
対
策
の
内
容
は
よ
り
具
体
的
で
あ
る
。

『
温
処
海
防
図
略
』
二
巻
明
察
蓬
時
撰
明
万
暦
版
二
冊
一
二

O
頁

万
暦
丙
申
（
二
四
年
）
上
元
漸
江
按
察
司
整
筋
温
処
兵
備
兼
分
巡
新
東
道
副
使
宛
陵
禁
逢
時

明
代
軍
政
・
辺
防
書
の
研
究
・
序
説

序

七
五



明
代
軍
政
・
辺
防
書
の
研
究
・
序
説

七

温
処
地
図

沿
海
巡
司

水
陸
兵
制
附
歳
文

軍
儒
選
兵
凡
二

武
芸

温
区
海
図

沿
海
台
察
燦
喉

額
徴

清
屯

倭
夷
入
冠
海
道
図

沿
海
眠
薬

兵
鮪
附
外
府
協
済

造
船
附
税
例

倭

島

図

城

池

地

里

水

陸

衝

要

水

陸

兵

制

軍
儲
府
食
糧
則
例
漁
税

器
械
附
価
数

瞭
探
征
行
令

外
海
風
潮
里
至

修
城
池

堤
海
岸

巻

練
兵
凡
二

衝
鋒

随

営

器

械

城

守

事

宜

賞

格

賞

額

賞

罰

実

軍

佐

麗

倉

糧

集

漁

船

失

風

軍

火

器

械

戦

船

改

税

議

併

営

議

こ
れ
は
さ
ら
に
漸
江
の
福
建
よ
り
の
地
域
温
州
処
州
の
二
府
の
海
防
対
策
書
で
さ
ら
に
詳
細
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

『
海
防
纂
要
』
一
三
巻
明
王
在
晋
撰
明
万
暦
版
六
冊
二

O
六
頁

万
暦
笑
丑
（
四
一
年
）
孟
冬
欽
差
提
督
軍
務
巡
撫
漸
江
都
察
院
右
愈
都
御
史
前
大
理
寺
右
少
卿
右
寺
丞
奉
勅
閲
視
真
定
関
営
巡
視

京
営
提
督
北
直
隷
学
政
河
南
道
監
察
御
史
高
挙
序

万
暦
美
丑
孟
秋
賜
同
進
士
出
身
嘉
議
大
夫
漸
江
等
処
提
刑
按
察
司
按
察
使
前
以
倭
功
陸
級
奉
勅
提
督
湖
広
学
政
繋
陽
王
在
普

序

陣
図
設

巻

期
夜
営

入
冠
海
道
附
変
体

臨
敵
令

鱒
倭
修
郷
室

処
州
防
砿
四
至
説

療ー

巻
一
広
東
事
宜
東
路

中
路

西
路

海
老年

福
建
事
宜



題

設

察

遊

察

遊

要

害

条
陳
防
海
事
宜
議

漸
江
事
宜
論
要
室
口

海
奥
斯
江
要
室
口
論

巻
二
南
直
事
宜
江
南
諸
郡

江
准
要
害
論

山
東
事
宜
登
州
営

北
直
隷
事
宜

遼
東
事
宜
遼
東
軍
鮪
論

太
倉
使
往
日
本
針
路

福
建
使
往
日
本
針
路

附
属
国
紀
略

朝
鮮
考

海
禁
福
洋
五
築
会
哨
論

整
筋
案
遊
禦
賊
議
保
護
洋
船
議

福
寧
州

福
建
備
倭
議

論
設
備

議
屯

論
会
哨

土
兵

嘉
区
防
守
事
宜

蘇
松
水
陸
守
禦
論

漸
直
福
兵
船
会
哨
論

文
豊
営

即
量
営

以
下
係
外
国
考
程
途
針
路

附
八
道

天
朝
至
朝
鮮
東
界
地
里

明
代
軍
政
・
辺
防
害
の
研
究
・
序
説

陳
広銭杭
福構州
漸導
丘

船
A-
:z:;; 

哨
論 台
州
舟
山

江
北
諸
郡

江
北
設
険
方
略
論

七
七



明
代
軍
政
・
辺
防
書
の
研
究
・
序
説

王
京
起
由
西
路
至
南
原
府
程
途

王
京
起
由
東
路
至
南
原
府
程
途

琉
球
在
泉
州
之
東
海
島
中

福
州
往
大
琉
球
針

回
針

琉
球
考

巻

皇
図
一
統
設肇
夷
沿
海
経
略
序

日
本
考
附
各
部
州
郡
考

前
代
朝
貢
考

本
朝
備
倭
通
貢
考

経
略
朝
鮮

朝
鮮
復
国
日
本
封
貢
議

禦
倭
方
略

巻
四
巻
五

防
海
七
事

発
河
四
欽

屯
局
軍
兵
督
捕
三
欽

営
規
四
欽

船
器
敬
台
総
哨
四
欽

団
練
軍
民
兵
哨
守
議

七
八



防
険
三
説

靖
海
島
以
絶
聾
端
議

禁
最
漁
民
搭
廠
繋
畳
間
議

防
禦
機
宜
五
議

宣
諭
琉
球
議

巻
六

防
倭
標
本
説

船
器
攻
囲
法兵
器
説

遊
艇
車
戦

巻
七
経
略
事
宜

巻
八

定
南
謀

精
教
練

公
賞
罰

散
賊
党

備
水
陸

定
武
略

降
宣
諭

広
招
賞

火
器
説
楼
船
釦
盗

戦
船
説
走

胴

闘

艦

被

囲

奇

伏

蒙
衝
攻
城
法

叙

冠

原

除

内

逆

足

兵

飼

清

屯

種

禁

妄

殺

禦

海

洋

択

守

令

周

間

諜

練

気

力

習

銃

砲

鼓

箪

気

処

首

級

詰

好

細

重

隣

援

先

整

備

侶

勇

敢

明
代
軍
政
・
辺
防
書
の
研
究
・
序
説

択
将
才

汰
冗
食

固
海
岸

海

鶴

水

戦

実
軍
伍

集
衆
謀

謹
瞭
探

築

城

壁

遇

貫

道

櫨
傷
残

別
号
色

議
徴
集

調
客
兵

寛
動
除

行
保
甲

岨
軍
属

収
図
籍

慎
招
撫

開
互
市

広
団
結

岨
陣
亡

弁
真
偽

七
九



明
代
軍
政
・
辺
防
書
の
研
究
・
序
説

入

O

撫

帰

降

慎

征

討

巌

哨

探

設

城

舗

期

共

済

巌

伏

路

審

冠

術

弁

船

器

謹
更
蝶

禁
通
番

密
捜
謹

巻

九

大

捷

考

望
海
塙
之
捷
玉
江
浬
之
捷

後

梅

之

捷

清

風

嶺

之

捷

平
望
之
捷

陸
浬
輔
之
捷

乍
浦
之
捷

横
浬
之
捷

動
徐
海

仙
居
之
捷

巻
十

禽

山

之

捷

舟

山

之

捷

推

陽

之

捷

長

白

港

之

捷

露

蕎

之

攻

裏

村

朱

家

店

戴

奥

湖

陳

之

捷

剣

山

海

洋

之

捷

南

瀧

緑

腐

之

捷

五

爪

湖

之

捷

南

車

両

竹

幌

東

洛

三

礁

之

捷

大

衛

奥

之

捷

鹿

頭

外

洋

之

捷

南

廃

東

洛

外

洋

之

捷

浪
岡
陳
銭
海
洋
之
捷
漁
山
海
洋
之
捷
馬
跡
等
山
八
捷
積
谷
等
山
五
戦
馬
跡
羊
山
漁
船
二
捷

漁

洋

之

捷

韮

山

浪

岡

漁

山

三

捷

金

歯

外

洋

之

擁

積

穀

海

洋

之

捷

東

震

外

洋

之

捷

西
磯
洋
岐
六
唄
海
洋
之
捷
東
洛
海
洋
之
捷
横
攻
門
外
洋
之
捷
花
脳
浪
岡
之
捷

洛
伽
外
洋
之
揮
東
一
種
之
戦
東
洛
外
洋
之
捷
津
泉
之
捷

附
獲
夷
紀
略

檎
王
直

徐
公
海
洋
之
捷

交
肱
夷

朝

鮮

漁

人

調

倭

巻
十

行
軍
法
令

軍
行
探
旗約
法
功
令

安
営

起
営
安
営
規
度

逓

舗

行

燦

教
喉
号
令

禁

誼

度

険

出

陸

費

糧

斥

犠

聴

望

探
馬営
規

伏
路
軍
法

治
水
丘

法

行
営
軍
A 
寸3

城
守
号
メ＂－
寸ヨ

巻
十



功

次

通

例

倭

賊

功

旗
舎
民
兵
人
等
獲
功
購
罪

禁
下
海
通
番
律
例

私
出
外
境
及
違
禁
下
海
輯
祭
藤
説

医

薬

類

疫

気

諸

病

捷

説

破

傷

風

論

行

軍

姻

火

所

傷

巻
十
三
選
日
門

逐

月

吉

日

定

局

逐

月

直

日

凶

神

総

局

行

船

類

河

伯

風

波

日

出

兵

類

歳

月

吉

凶

五

将

所

在

玄

女

大

敗

日

不

可

用

白

虎

頭

日

出

軍

敵

人

白

伏

四
離
日
不
宜
出
軍
用
兵
須
看
天
兵
所
在
不
宜
出
軍
八
龍
七
鳥
九
虎
六
蛇
日
不
宣
出
軍

戦
雄
方
戦
雌
方
五
帝
所
在
日
不
宜
向
之
出
軍
向
之
必
敗
四
耗
目
不
可
攻
戦

困
窮
日
不
宜
出
箪
天
敗
目
不
宜
攻
戦
四
墓
日
不
宜
出
箪
章
光
日
不
宜
出
軍

占
験
門
出
箪
占
候

風
雨
占
候

占
天
占
気
占
星
占
霧

安
営
選
地

舟
師
占
験

占
雲
占
日
月

占
流
星
占
電

明
代
軍
政
・
辺
防
書
の
研
究
・
序
説

中
傷
功
陣
亡
功

占
日

占
海占
北
斗占
雷
震

倭
賊
領
軍
功

優
組
成
規

軍
職
獲
功
贈
罪

考

察

出

軍

誓

衆

文

軍

祭

治

法

兵

療

折

傷

金

磨

説

冬

月

手

足

鞍

裂

救

五

絶

死

安
営
卜
地

定
各
色
悪
風

占
軍
災
祥

逐
月
風
忌

論
太
白
昼
見

占
雨

占
星
雑
見
吉
凶

行
船
占
日
月
星
雲
風
涛

営
地
占
風

論
三
星
揺
動

占
虹占
虹
朗

占
鳥
獣

i¥ 



明
代
軍
政
・
辺
防
蓄
の
研
究
・
序
説

八

占

潮

漸

東

潮

候

定

太

陽

出

没

以

応

潮

信

時

刻

長

短

定

寅

時

対
象
と
し
て
い
る
中
国
沿
海
部
は
『
寵
海
図
編
』
同
様
に
南
は
広
東
か
ら
北
は
山
東
遼
東
に
及
ぶ
。
し
か
し
、
『
審
海
図
編
」
が
倭
窟
1

日
本
の
み
を
防
衛
対
象
と
意
識
し
、
日
本
情
報
の
収
集
に
意
を
用
い
た
の
に
対
し
、
『
海
防
纂
要
』
は
朝
鮮
や
琉
球
園
を
も
取
り
上
げ
て
い

る
（
巻
二
）
。
た
だ
し
、
経
略
や
戦
闘
記
録
は
や
は
り
倭
窟
関
係
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
倭
冠
記
録
す
な
わ
ち
「
大
捷
考
」
は
『
審
海
図
編
』

の
記
事
と
に
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
時
代
的
に
は
万
暦
期
に
降
る
。
そ
の
具
体
的
指
摘
は
後
考
に
譲
る
。

‘、j
 
J
 

結

明
清
期
に
固
有
な
漢
籍
の
一
に
史
部
政
書
・
軍
政
、
史
部
地
理
・
辺
防
に
分
類
さ
れ
る
一
群
が
あ
る
。
近
世
江
戸
時
代
に
日
本
に
将
来

さ
れ
た
が
、
ど
こ
に
所
蔵
さ
れ
た
か
、
い
か
に
伝
承
さ
れ
た
か
は
興
味
あ
る
課
題
を
提
供
し
よ
う
。
も
と
よ
り
本
稿
は
完
成
し
て
い
な
い
。

mu 

中
間
報
告
で
あ
る
。
紙
数
の
関
係
か
ら
史
部
地
理
外
記
に
属
す
書
物
の
検
討
は
別
考
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
『
響
海
図
編
』
の
日
本
情
報

や
『
全
漸
兵
制
考
・
日
本
風
土
記
」
の
内
容
の
位
置
や
意
義
が
確
定
す
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
本
稿
は
重
要
研
究
「
沖
縄
の
歴
史
情
報
研
究
」
「
環
東
シ
ナ
海
地
域
間
交
流
」
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
課
程
の
産
物
で
あ
る
。

詰

①
戦
前
期
以
来
の
多
く
の
研
究
蓄
積
が
あ
る
が
、
最
近
の
研
究
で
は
日
本
史
に
田
中
健
夫
『
中
世
対
外
関
係
史
』
1
9
7
5
年
・
東
京
大
学
出
版
会
、

東
洋
史
に
佐
久
間
重
男
『
日
明
関
係
史
の
研
究
』
1
9
9
3
年
・
吉
川
弘
文
館
が
そ
れ
ぞ
れ
代
表
的
研
究
と
い
え
る
。
由
人
料
集
に
湯
谷
稔
編
『
日
明

勘
合
貿
易
史
料
』
1
9
8
3
年
・
国
書
刊
行
会
、
鄭
木
梁
生
編
校
『
明
代
倭
冠
史
料
（
一
）
（
一
一
）
』
1
9
8
7
年
・
文
史
哲
出
版
社
、
台
湾
台
北

が
あ
る
。

②
回
中
健
夫
「
饗
海
図
編
の
成
立
」
「
日
本
歴
史
』
5
7
号
、
1
9
5
3
年
。

③
川
勝
守
「
明
清
時
代
、
史
部
地
理
類
・
外
紀
書
と
環
シ
ナ
海
地
域
間
交
流
」
円
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』
二
十
四
号
、

一
九
九
六
年
、

一月。


